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（仮称）町田市地域ホッとプランに関する 

パブリックコメント実施概要 

 

 

2021 年 9 月に公表した（仮称）町田市地域ホッとプランについて、市民の皆さまのご意見を募

集しました。 

 

１ 意見の募集期間 

2021 年 9月 15 日（水）から 2021 年 10 月 14 日（木）まで 

 

２ 意見募集の方法 

◆以下の施設での資料閲覧・配布  

市政情報課・広聴課（市庁舎１階）、市民協働推進課（市庁舎２階）、福祉総務課（市庁舎７階）、

各市民センター、各連絡所、各市立図書館、町田市民文学館、男女平等推進センター、 

生涯学習センター、健康福祉会館、ひかり療育園、子ども発達支援センター、 

各高齢者支援センター、各障がい者支援センター 

◆町田市ホームページ及びまちだ子育てサイトにパブリックコメント実施概要を掲載 

◆「広報まちだ」（9月 15 日発行）、「町田商工会議所ニュース」（9月 20 日発行）にパブリックコ

メント実施概要を掲載  

◆町田市メール配信サービス 、Twitter「まちだ子育て」で情報配信 

 

３ 寄せられたご意見の件数・内訳 

電子メール、ファックス、郵送等を通じて、49名の方から、122 件のご意見をいただきました。 

ご意見の項目別の内訳は以下のとおりです。（おひとりから複数の趣旨のご意見をいただいた場

合は、趣旨ごとに分割して集計しています。） 
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ご意見の対象（項目） 
意見№ 

（掲載ページ） 
件数 

第１部 みんなの計画 
№1～100 
（P.4～29） 

100 件 

 第１章 計画の策定にあたって 
№1～4 
（P.4） 

4 件 

 第２章 町田市の現状と課題 
№5～9 
（P.5） 

5 件 

 第３章 計画の基本的考え方 
№10 
（P.6） 

1 件 

 第４章 リーディングプロジェクト 
№11～39 
（P.6～12） 

29 件 

  第４章全体について 
№11 
（P.6） 

1 件 

  １ 地域の「やりたい」をかなえつづけるプロジェクト 
№12～20 
（P.6～8） 

9 件 

  ２ 困りごとをなくそうプロジェクト 
№21～39 
（P.9～12） 

19 件 

 第５章 目標達成に向けた施策 
№40～100 
（P.13～29） 

61 件 

  第５章全体について 
№40～41 
（P.13） 

2 件 

  基本目標Ⅰ 今を生きる自分に合ったつながりをつくる 
№42～62 
（P.13～19） 

21 件 

   基本目標Ⅰ全体について 
№42～44 
（P.13～14） 

3 件 

   基本施策１ 地域への意識・関心が高まる 
№45～52 
（P.14～16） 

8 件 

   基本施策２ 「やりたいこと」と地域ニーズをマッチングする 
№53～62 
（P.16～19） 

10 件 

  基本目標Ⅱ つながりで地域の活力を生み出す 
№63～70 
（P.19～21） 

8 件 

   基本目標Ⅱ全体について 
№63 
（P.19） 

1 件 

   基本施策１ 多様な主体のつながりが活性化する 
№64～68 
（P.19～20） 

5 件 

   基本施策２ 地域でイノベーションを起こす 
№69～70 
（P.21） 

2 件 

  基本目標Ⅲ 必要な人に必要な支援が届く仕組みをつくる 
№71～100 
（P.21～29） 

30 件 

   基本目標Ⅲ全体について 
№71～73 
（P.21～22） 

3 件 

   基本施策１ 支援の輪につながる、つなげる 
№74～95 
（P.22～28） 

22 件 

   基本施策２ 支援が必要な人に寄り添い、支える 
№96～99 
（P.28～29） 

4 件 

   基本施策３ 支援の質を確保する 
№100 
（P.29） 

1 件 

 第６章 プランの推進に向けて ＿ 0 件 

第２部 わたしの地区の未来ビジョン 
№101～105 
（P.30～31） 

5 件 

計画全体について 
№106～113 
（P.31～33） 

8 件 

その他 
№114～122 
（P.33～35） 

9 件 

合計 
   

122 件 

【項目別ご意見件数】 
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【参考】（仮称）町田市地域ホッとプラン（案）の構成・内容 

 

第１部 みんなの計画 

第１章 計画の策定にあたって 

（仮称）町田市地域ホッとプランの「背景と目的」、「位置づけ」、「期間」、「策定体制」 

第２章 町田市の現状と課題 

「統計データからみる現状」、「各種調査から見る現状」、「地区別懇談会の結果」、 

「地域経営ビジョン 2030・第３次地域福祉計画の振返り」、「現状のまとめ」、 

「計画策定にあたっての課題」 

第３章 計画の基本的考え方 

「基本理念」、「基本目標」、「基本施策」、「計画における「地域」の考え方」、 

「施策の体系」、「持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）の実現」 

第４章 リーディングプロジェクト 

２つのプロジェクトの「ねらい」、「推進方法」、「関連する施策」、「各主体の主な役割」、「関連

する指標」 

第５章 目標達成に向けた施策 

３つの基本目標の下の７つの基本施策について、「基本施策に係る主な現状と課題」、「施策の

方向性」、「施策の実現度を測る指標」、「取組の方向性」、「取組施策における多様な立場の主な

役割」 

第６章 プランの推進に向けて 

 

第２部 わたしの地区の未来ビジョン 

今後作成予定の 10 地区別のわたしの地区の未来ビジョンの概要を説明 

 

※本紙と（仮称）町田市地域ホッとプラン（案）及び概要版等は、町田市ホームページでご覧いた

だけます。 

トップページ＞医療・福祉＞地域福祉＞地域福祉計画＞「（仮称）町田市地域ホッとプラン」の

策定に向けて検討しています 

https://www.city.machida.tokyo.jp/iryo/tiikihukusihoka/hukusikeikaku/hotplan.html 
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＜ご意見の概要と市の考え＞ 

１．第１部 みんなの計画（100 件） 

（１）第１章 計画の策定にあたって（4件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

1 「計画の位置づけ」の中で、地域ホッとプランから

の矢印の意味は基本計画に反映される事を担保

すると解釈して差し支え有りませんか。 

「まちだ未来づくりビジョン 2040」は本プランの上

位に位置づけられる市の基本構想・基本計画で

す。そこに掲げられたビジョンに基づき、地域のあ

り方を検討するのが、本プランとなります。 

2 以前自治会の役員をしていた時に、市のイベント

に動員をかけられることがありました。地域づくりを

考える時に無理なお誘いをしないようにお願いし

たいものです。 

地域づくりに市民の皆様のご意見は非常に重要で

あると考えております。事業実施にあたり、地域の

皆様には今後ともご負担のないような進め方を検

討してまいります。 

3 「計画統合のねらい」の「統合後」の図が漠然とし

すぎてわかりにくいです。結局は「みんなで解決し

ていく」という事ですが、その「みんな」は誰かわか

りにくいです。 

人とのつながりが必要ですが、コミュニティの希薄

化、では誰が解決に導いてくれるのですか。みん

なで解決していくことを目指すと言われても「みん

な」って誰でしょう。ちょっと疑問が残ります。 

ここで用いられている「みんな」とは、市民、地域

活動団体、事業者、社会福祉協議会、及び市

の、地域を取り巻く様々な主体を指しております。

そのため、本プランの第５章では、それぞれの立

場の主な役割を明記させていただいております。 

4 コミュニティの希薄化と暮らしの困りごとを一体的

に捉え、みんなで解決すると書かれていますが、

壮大すぎて果たして実行できるか疑問です。 

地域ではコミュニティの希薄化と相まって、従来の

公的支援では課題の発見や解決が困難な問題

に直面する機会が増えてきており、これまで以上

に人と人とのつながりやささえあいの必要性が高ま

っています。 

こうした状況があるなか、本プランを市民、地域活

動団体、事業者、社会福祉協議会、及び市の協

働で進める計画とし、新たに第５章において、取

組施策におけるそれぞれの主な役割を明確化い

たしました。 

プラン策定後は、PDCA のサイクルにより、施策・

取組やリーディングプロジェクトの実施状況などの

確認を毎年度行い、その結果に基づき改善を図

ってまいります。 
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（２）第２章 町田市の現状と課題（5件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

5 「統計データから見る現状」の「ボランティア団体

登録人数」のみ 2019 年度の実績となっています

が、2020 年度実績の掲載が難しいのでしょうか。 

ご指摘いただきましたボランティア団体登録人数

につきましては、今後 2020 年度の数値に修正さ

せていただきます。 

6 町田市地域ホッとプラン（案）はとてもすばらしいと

思いますが、読んだだけでは深く理解することがで

きませんでした。現状のまとめのような結果になら

ないようにと思います。ワークショップに参加しまし

たが、社会福祉協議会と同じような内容でどうして

一本化できないのか、参加していてとても負担で

した。いつも同じメンバーで同じことを話し合ってい

る状態だったように思います。 

地域の皆様には、今後、地区別懇談会において

本プランの趣旨をお伝えするなど、今回のパブリッ

クコメント公表以外にも本プランの説明に努めてま

いります。 

また、今後の計画策定に当たり、地域の皆様に

は、可能な限りご負担のないような進め方を検討

し、実施してまいります。 

7 「現状のまとめ」は正にその通りだと感じています。

地域への関心も、自分の子どもが通っている学校

に対してさえ関心が希薄です。困りごとに直面しな

い 30 代 40 代は特に市政や地域に関心が薄い

のではないでしょうか。 

幼稚園や学校では「PTA は必要ない」という声が

増え、自治会からは脱会者が年々増えています。

「必要ない」という方も、通学路の安全保持や住

環境の保全など、恩恵を受けている訳ですが、そ

の担い手になるのは嫌だ、ということです。計画に

ある「『自分ゴト』として地域活動に参加する人を

増やす」は簡単ではありません。 

この「参加する人を増やす」ために有効と思われ

る施策が見当たらない、ということです。 

本プランでは、基本目標Ⅰにおいて、多様化する

市民の価値観に合った地域活動への参加のきっ

かけづくりを行います。その基本施策１で、これま

で地域への関心が薄かった方々の目を地域に向

けるような効果的なプロモーションを行い、地域へ

の意識・関心を高めたいと考えております。 

8 現状、地域ボランティアは会員の高齢化により、

組織の弱体化が進んでいます。役員のなり手が

なく、意見も出ず、脱退もあり課題が多いのでは。 

地域での支え合いには、市民、地域活動団体、

事業者、社会福祉協議会、及び市の多様な主体

が連携し、地域活動を推進することが重要である

と認識しております。 

自分ゴトとして課題を捉え、一人ひとりに何ができ

るかを考え行動し続けることで地域づくりの輪を広

げ、持続可能な地域づくりを目指してまいります。 

9 現状のまとめの３点、「地域への関心が希薄化し

ている」「地域のネットワークが広がっていない」

「必要な人に必要な情報や支援がとどいていな

い」についてご指摘はそのとおりだと感じました。 

これらの現状を解決していくことができるよう、本プ

ランを推進してまいります。 
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（３）第３章 計画の基本的考え方（1件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

10 地域はもっと細分化されても良いのでは。広すぎ

て困ります。障がいの手続きに車もないのに遠方

を指定されて困りました。せめて同じ町名、徒歩

10～15 分くらいでないと手続きに行けません。 

本プランでは、身近な地域の相談支援機関で包

括的に相談を受け止める体制づくりを検討してお

ります。いただいたご意見は、今後の事業検討の

参考とさせていただきます。 

 

（４）第４章 リーディングプロジェクト（29 件） 

① 第４章全体について（1件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

11 計画にあるようなリーディングプロジェクトがうまく機

能すれば、地域が活気づいて、みんなが住みや

すい環境になるように思いました。高齢者や子育

て世代にも優しい市になるように期待したいです。 

本プランでは、高齢者や子育て世代の方を含め、

様々な主体がそれぞれに合った形でつながり、そ

こで生み出された活力をもとに、地域課題の解決

に取り組みます。そして、年齢や性別、障がいの

有無などに関わらず、誰もが身近な地域でささえ

あい、自分の役割や活躍の機会を得られ、自分ら

しく暮らすことができる、そんなまちの実現を目指

し、本プランを推進してまいります。 

 

② １ 地域の「やりたい」をかなえつづけるプロジェクト（9件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

12 リーディングプロジェクトとして「地域の『やりたい』を

かなえつづけるプロジェクト」とありますが、これは

既に地域に関心があり、活動したい人に向けての

施策で、活動する人のすそ野を広げることにはな

らないと思います。 

フューチャーセッションという新しい言葉があります

が、これは主体的に取り組もうという人たちの集ま

りであって、無関心だった人がここに参加するとは

思えません。むしろ、新しいカタカナ語は、かえっ

て人を遠ざけるのではないでしょうか。  

活動する人を増やす取り組みは、もっと違うアプロ

ーチが必要だと思います。 

フューチャーセッションの手法による対話は、話し

合いに終始するのではなく、話し合いに参加した

人自身が自分ゴトとして活動を始めるのが特徴で

す。より多様な背景を持った人々にご参加いただ

けるよう、名称を含め、効果的な広報を検討して

まいります。 

13 リーディングプロジェクトの中で注目した言葉は「マ

ッチング」でした。しかしながらマッチングする以前

に、どういう団体が何をしたいか、何が不足し何を

欲しているか等の情報が無ければ先に進む事が

ご指摘の通り、デジタルツールを活用し地区協議

会の枠を超えて取り組むことは有効と考えておりま

す。地区協議会の PR とともに取り組んでまいりま

す。 



- 9 - 

 

できません。地区協議会を例にとると、先ず地区

協議会は何をする団体なのか。何をしてくれる団

体なのか、未だ周知されているとは言えません。

デジタルツールを活用し情報を集め、案件によっ

ては地元の地区協議会の枠を超えて(市・他団体

含め)オール町田で情報交換を行い、問題解決

に取り組むことが必要と考えます。 

コロナ禍で各団体での会議や集まりが難しく地域

活動も細ってしまいました。こういう時こそ、知恵を

出し合い問題を解決したいと思います。 

14 問題解決人という言葉がわかりづらいです。例え

ば家族はそもそも問題解決の為に存在しないが

多くの場合解決の主体であるといったように問題

を解決しようとしていない人が解決につながること

もあるので、もっと違う表現のほうが適切ではない

かと思います。 

「（仮称）問題解決人の寄合」では、フューチャー

セッションの手法による対話を行います。これは、

話し合いに終始するのではなく、話し合いに参加し

た人自身が自分ゴトとして活動を始めるのが特徴

です。その特徴を分かりやすく表現できるよう、名

称について今後検討していまいります。 

15 地域コミュニティが希薄化に対する、具体的な方

策がかかれていない。寄り合いが開かれるのは分

かったが、これが市内のいたるところで、短い時間

で行われるのか。 

また、寄り合いという名前も少し古めかしいイメー

ジで、もっといろんな人が気軽に集まれるところを

意識するなら、もう少し変えたほうがいいのでは。 

ご指摘の通り、いたるところで地域課題解決に向

けたオープンな対話の場が設けられることを目指

しております。より多様な背景を持った人々にご参

加いただけるよう、名称を含め検討してまいりま

す。 

16 問題と課題はどう設定されているのかわかりづら

いです。 

現状と課題の設定につきましては、より分かりやす

い表現が可能か、検討してまいります。 

17 やりたい、出来ることとニーズをマッチングする、ぜ

ひとも実施してください。 

様々なマッチングの機会を創出できるよう、いただ

いたご意見を参考に、計画を着実に推進してまい

ります。 

18 これからの地域を支える若い方に９ページの自分

ゴトとして、フューチャーセッションの手法による対

話から、アイデアを生み出していく、とてもわかりや

すい取組と思います。若い人はテレビや新聞を読

まないようですが、正しい情報をＳＮＳ等、デジタル

を活用して、地域活動をしていただきたいと思いま

す。持続可能な地域づくりの例として、高齢者の

移動支援サービスを解決する手法、行政だけで

は解決しきれず等、共感するところです。 

若い世代の地域活動への参加をどのように促して

いくかが大きな課題であると認識しております。そ

のアプローチ手法の一つとして、ＳＮＳ等のデジタ

ルの活用は欠かせないものと考えておりますの

で、いただいたご意見を参考に、計画を着実に推

進してまいります。 

19 忠生地域まちづくり整備計画（バリューアッププラ

ン）という資料を入手しました。その内容を見ると

本プランにおける忠生地区の未来ビジョンは、２０

２２年２月頃から開催される地区別懇談会をはじ
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「忠生まちづくり会議」を立ち上げ、地域のエリアマ

ネジメントを進めていくという内容です。「町田市地

域ホッとプラン」でいう忠生地区の未来ビジョンと

なるものでしょうか。私たち協議会は、自治会では

ありませんが、地域ホッとプランの「地域のやりた

いをかなえ続けるプロジェクト」に参加できますか。 

め、数回にわたるミーティングにおける、地区協議

会をはじめとする地域の様々な団体・住民の皆さ

まによる話し合いを経て策定されるものです。 

同会議がエリアマネジメントとして地域の価値の維

持・向上を図るため、住民の皆様による様々な活

動を行われるのであれば、そのご意向の反映に向

け、忠生地区の未来ビジョンを策定する団体・住

民の皆さまとの話し合いに、ぜひご参加いただき

たいと考えております。 

なお、貴協議会におかれましても、フューチャーセ

ッションの手法による対話の場を経て、課題解決

プロジェクトにおける取組にご参加いただくことがで

きます。 

20 今後イベントによって出来ることがあるのではと思

っています。 

今住んでいる地域は団地で、住民の高齢化がか

なり進んでいます。昔のような住民のつながりも薄

れてきて、活気ある地域とは言い難い状況です。

でも、現在桜美林大学の一部移転で学生が通っ

ています。学生が参加するイベントが行われたり、

又地域のイベントにも作品を提供して協力してもら

っている事で力をもらえる気がしています。 

今までやってきたイベントにも若い学生さんに参加

してもらうことで、活気が戻ってくることを期待でき

るのではないでしょうか。 

盛り上がった楽しい行事が増えることで参加者が

増え、人と人との繋がりもでき、イベント参加者へ

必要な情報を伝えることや支援が必要な方を把

握する機会にもなるのではないでしょうか。 

また、担い手になれそうな人を見つけることもでき

るかもしれないです。 

大きなイベントを計画するだけでなく、地域の小さ

なイベントにも、是非若いかたが参加してもらえる

ような方法や働きかけを考えていただけたらと思

います。 

イベントの実施は、地域活動参加へのきっかけづ

くりとしての良い機会と考えております。イベントへ

の参加者のみならず、イベントを支える方を含め、

参加を通して新たな担い手の発見や、つながりづ

くりに結びつくよう、いただいたご意見を参考に、計

画を着実に推進してまいります。 
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③ ２ 困りごとをなくそうプロジェクト（19 件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

21 町田市が新たに実施するリーディングプロジェク

ト、特に２の困りごとをなくそうプロジェクトに期待し

ます。十分な環境にない、声をあげられない子ど

もたちの救いの手になることを望んでいます。 

地域福祉コーディネーターの導入により、子どもを

含め、支援を必要としながらも声をあげられない

方を見つけられるよう、相談を待つだけでなく、自

ら地域の状況などを幅広く収集してまいります。 

22 困りごとをなくそうプロジェクトの「つなぐシート」「地

域福祉コーディネーター」の導入は、複雑化・複

合化した市民の困りごとに対して効果的な支援体

制だと思いました。地域の関心、新たな担い手活

動について例えば、10 地区が集まり意見交換会

するなど色々と考えてみようと思いました。 

市民の皆様が、身近な地域の相談支援機関で、

属性・世代・内容を問わず相談ができるよう、包

括的に相談を受け止める体制を構築してまいりま

す。 

23 「困りごとをなくそうプロジェクト」は、具体性が薄く、

実現への道筋が見えませんでした。 

「多様な相談の受け止め」とありますが、これまで

市役所に相談に行った経験から言うと、「聞いて

次に案内する」という対応の繰り返しでした。サー

ビスにたどり着く前に諦めます。ここをどう変えるの

か、具体案を示していただきたいです。図解では

ない仕組みの構築を期待します。 

「困りごとをなくそうプロジェクト」は、身近な地域の

相談支援機関で、属性・世代・内容を問わず包

括的に相談を受け止める施策です。 

より具体的な体制については、今後、庁内関係各

課、及び地域における相談支援機関によるプロジ

ェクトチームを立ち上げ、検討を行ってまいりま

す。 

24 「困りごとをなくそうプロジェクト」の図には「地域の

プラットフォーム」とありますが、これは何を想定し

ているのでしょうか。「誰もが集まれる居場所」は、

どんな場所、管理者を想定して書かれているので

しょうか。 

市民、地域活動団体、事業者、社会福祉協議

会、及び市の多様な主体が一体となり、幅広い世

代、多くの関係者とともに地域の課題に取り組むこ

とが重要であると考えております。 

つながりたいと思ったときにつながることができるよ

う、地域の居場所となるコミュニティを創出しま

す。コミュニティの創出にあたっては、商店やオフ

ィス等を地域の居場所として活用できるよう、企

業等への働きかけも行ってまいります。 

25 リーディングプロジェクトの「困りごとをなくそうプロジ

ェクト」についてですが、8050 問題やヤングケアラ

ーのような分野をまたがるような困りごとを、身近

なところで相談ができるようになることは大きなこと

だと思います。困りごとを受け止めてくれる窓口の

存在は市民にとって大きな安心にもつながってき

ますが、そのような窓口も市民に知られていないと

せっかくいいものを作っても無駄に終わってしまい

ます。是非ともこのプロジェクトの相談事業の周知

本プラン、及びリーディングプロジェクト等の周知に

つきましては、その手法を含め、今後具体的な検

討を行ってまいります。 

また、より具体的な周知方法に関するご意見につ

きましては、周知活動を行ううえでの参考とさせて

いただきます。 
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にも力を入れていただけたらと思います。「いざと

いう時に相談できる」身近な窓口があることを知っ

ていることも大きな安心になると思います。 

26 「困りごとをなくそうプロジェクト」に困りごとの相談

箇所が多様のため、一見で連絡がつながる冊子

の作成を検討していただきたい。 

27 自治会・町内会に在籍していない地域住民に対

する町田市地域ホッとプランの情報共有は、どの

ような方法で致しますか。 

町会未加入（又は全世帯）向けにホッとプランの

概要を基に簡単に検索できる「簡単マップ作成」

を検討して下さい。 

28 困りごとをなくそうプロジェクトの狙いとして、「多様

な相談の受け止め」の項目で身近な相談窓口と

ありますが、この窓口の機能として（分野に限ら

ず）まとめて相談でき又連携したサービスを漏れ

なく受けることの出来る窓口をイメージしています

が、ひとつの窓口で対応出来るようにしてほしい。

各機関へのたらい回しは、極力無い方が利用者

は、ありがたいです。 

身近な地域の相談支援機関で、属性・世代・内

容を問わず包括的に相談を受け止める体制を構

築してまいります。 

また、受け止めた相談のうち、課題が複雑化・複

合化しており、各機関の役割分担の整理が必要

な相談の場合には、各相談支援機関に加え、医

療機関やＮＰＯ法人等と協働した「（仮称）多機関

協働会議」を開催し、支援の方向性を定めてまい

ります。その後、各関係機関から困りごとを抱える

人に対し、アプローチを行うことで、たらい回しの起

こらないような体制を構築してまいります。 

29 文中に何度も「地域福祉コーディネーター」が出

てきますが、これについての説明が見当たりませ

んでした。これは行政職員ですか。それとも福祉

専門職の方、地域包括センターの職員の方など

になるのでしょうか。この方が相談を受け取るとし

たら、その窓口はどこなのでしょう。 

多岐にわたる困りごとを、一人の方が担当してくれ

たら、たらい回しも無くなりますし、市民としてはと

てもありがたいと思います。 

地域福祉コーディネーターは、相談を待つだけで

なく、自ら地域の状況などにかかる情報を幅広く

収集し、支援が必要な潜在的な相談者を見付け

ます。また、相談者と継続的な関わりを持つた

め、定期的・継続的なアプローチを行います。さら

に、支援を行うにあたって、既存の福祉サービス

では解決を図り切れない場合には、新たな社会

資源の開拓や既存の資源の拡充を図り、これらの

資源とマッチングするなど、一人ひとりの状況に応

じた支援につなげます。 

この内容は、リーディングプロジェクト 2「困りごとを

なくそうプロジェクト」のうち、プロジェクト達成に関

連する施策の４点目において記載しております。  

しかし、よりわかりやすくお伝えできるよう、リーディ

ングプロジェクト 2 の中にさらなるご説明を付け加

えさせていただきます。 

30 困りごとをなくそうプロジェクトの中で、地域福祉コ

ーディネーターの役割について、もっと詳しく説明

が必要ではないでしょうか。 

また、地域福祉コーディネーターの役割として今

後の計画では、10 地区にどの様に対応致します

か。適正な人員の確保が必要ではないでしょう

か。 
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31 地域コーディネーターはどのような基準で選出し、

どのような位置付けになるのでしょうか。人数は何

人を想定しているのですか。 

なお、地域福祉コーディネーターのより具体的な

体制については、今後、庁内関係各課、及び地

域における相談支援機関によるプロジェクトチーム

を立ち上げ、検討を行ってまいります。 32 地域福祉コーディネーターさんは、どのくらいいら

っしゃるのでしょうか。少ないのであれば、現在社

会福祉の分野で活躍されている皆さんの奮起も

必要ではないでしょうか。 

地域福祉コーディネーターさんにすべてが押し付

けられるようなことにならないように進めてもらいた

いと思います。 

33 リーディングプロジェクト 2「困りごとをなくそうプロジ

ェクト」の地域福祉コーディネーターについて、この

ような方々が地域で活躍していただくには、そもそ

も地域の顔の見える関係があってこそ、コーディネ

ーターが情報を取得しやすくなり、活きるものであ

ると思います。 

地域では自治会町内会の加入世帯数が減少し

ているなか、地域で顔の見える関係ができるよう

力を注いでいただきたいと思います。 

地域福祉コーディネーターの役割には、支援を必

要としながらも声をあげられない方に対して、相談

を待つだけでなく、自らアプローチを行う仕組みづ

くりを検討しており、その点で地域の方からの情報

提供も相談者を見つける重要な手段であると考

えております。 

そのため、地域に住む市民一人ひとりのつながり

から、情報を得られるような仕組みづくりを行って

まいります。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検討の

参考とさせていただきます。 

34 地域福祉コーディネーターの働きについて、「地

域の情報を幅広く収集し支援が必要な潜在的な

相談者を見つけます。」とありますが、支援関係者

との連携だけで潜在的な相談者を見つけることは

かなり難しいと思います。 

相談者が声をあげることができる方法、そして声を

上げられない人達を見つける方法も具体的に検

討して頂きたいと思います。 

35 資源とのマッチングについて、既存の資源はどの

ようなものでその連携はうまくいっているのでしょう

か。 

また、新たな社会資源の開拓ではどのような分野

へのアプローチを予定していらっしゃいますか。 

既存の資源につきましては、リーディングプロジェ

クト 2「困りごとをなくそうプロジェクト」のうち、プロジ

ェクト達成に関連する施策の４点目の図表におい

て記載しており、社会福祉協議会や NPO 等があ

げられます。資源とのマッチングにあたり、まずは

そのような方々や団体と連携する仕組みを構築し

てまいります。 

また、新たな社会資源の開拓につきましては、

8050 問題やダブルケアなどの、既存の公的支援

や社会資源では解決を図り切れない場合に行う

ことを想定しております。 
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36 リーディングプロジェクト 2「困りごとをなくそうプロジ

ェクト」について、高齢の私にはプラットフォームに

フューチャーセッションを取り入れてなど横文字が

多く分かりづらいというのが感想です。 

みんなの計画であれば、万人がわかる計画にす

べきでは。 

リーディングプロジェクト２において、プラットフォー

ムの注釈を加えるとともに、フューチャーセッション

の説明をしている「リーディングプロジェクト１」への

導きを追加いたします。 

 

37 全般的にとても読みやすく、わかりやすいものにな

っています。内容もこうなったらいいだろうというも

のになっています。「プロジェクトイメージ」などはリ

ーフレットにしてほしいくらいです。 

理想が現実（実現）になる事を少しでも理想に近

づけるように進んでほしいです。 

町田に住んでいてよかったという町・街づくりにした

いです。 

基本理念の実現に向け、本プランを推進してまい

ります。 

38 多機関・多職種会議などが十分に機能していな

いと思います。 

事業を円滑に実施するためには情報交換を検討

することが必要です。支援会議のメンバーは NPO

法人や社会福祉法人、地域課題を抱える住民へ

の支援に従事されている方達が集まって、地域

住民に対する支援体制について検討をすること

が、町田市は必要かと思います。それぞれの会議

で話し合われていますが、情報等を統一する場が

ありません。 

本プランでは、各分野の相談支援機関に加え、

医療機関やＮＰＯ法人等と協働した「（仮称）多機

関協働会議」を新たに開催し、複雑化・複合化し

課題に対する支援の方向性を定めてまいります。 

39 コーディネーターと呼ばれる役が各所に配置され

ていますが、やはりたて割りで横につながりが持て

ずにいると感じます。 

コーディネーターには経験とスキル、センスも問わ

れており、背負う負担も大きく、様々なコーディネ

ーターが集える場やスキルをみがく機会、研修も

あるとよいです。 

本プランでは、分野を跨ぐ困りごとを抱える潜在的

な相談者を把握するため、新たに地域福祉コー

ディネーターを導入してまいります。 

導入にあたっては、既にご活躍いただいている高

齢者支援センターの生活支援コーディネーター

や、市民協働推進課のおうえんコーディネータ

ー、民生・児童委員や社会福祉協議会などとの

連携が必要であることを認識しております。 

情報共有の手法や、研修等のより具体的な体制

については、今後、庁内関係各課、及び地域にお

ける相談支援機関によるプロジェクトチームを立ち

上げ、検討を行ってまいります。 
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（５）第５章 目標達成に向けた施策（61 件） 

① 第５章全体について（2件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

40 全体指標に対する現状値と目標値が未記載です

が、進捗状況の確認はどのように行うのでしょう

か。また、目標値が不明確だと、次期計画改定

（策定）の際に、本計画が施策をどこまで成し得た

のか、現状の把握がし辛くなるのではないでしょう

か。反対に、本計画があくまで「全体的なビジョン」

を示すものなら、あえて現状値と目標値をハイフ

ンとせずに指標のみでもよいのではと思います。 

指標の現状値及び目標値は、最新のものを反映

できるよう現在集計中であり、今後お示ししてまい

ります。 

41 第５章は、コピペして、少し文言を変えただけで、

きちんとプランニングされたものではないのでは？

と思いました。特に「取組施策における多様な立

場の主な役割」を読んで、そう感じました。 

この「主な役割」ですが、市民・地域活動団体の

主な役割が「地域に目を向ける・興味を持つ」とな

っています。興味を持つためには、何か働きかけ

が必要なはずですが、そのことは計画の中に具体

的に書かれていないのですが、「地域活動に関す

る効果的なプロモーション」の部分と合わせて具

体的に教えていただきたいです。 

「取組施策における多様な立場の主な役割」は、

個々の取組みについて、検討し作成したものでご

ざいます。 

「地域活動に関する効果的なプロモーション」で

は、訴求ターゲットに合わせて最も効果的な情報

発信の方法や内容を選択することを想定しており

ます。 

また、本プランではフューチャーセッションの手法

を用いた課題解決プロジェクトを予定しており、そ

の参加者を集める過程においても効果的な方法

を検討してまいります。 

 

② 基本目標Ⅰ全体について（2件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

42 「基本目標Ⅰ」：人の基本的欲求“自己実現欲求

"に根差すものと認識します。しかし、「やりたい事」

との「マッチング」には自身の例からすれば、現実

の生活を考えると、「本来のやりたい事」とはかなり

の乖離が生じています。 

本プランでは、地域活動に関する動機付けの部

分を重視しております。必ずしもマッチングに結び

づく事例ばかりではないかもしれませんが、1 人 1

人の意識の変化を大切に考えております。 

43 「基本目標Ⅰ及びⅡ」：普通、人間は誰でもしてい

る事、近隣住民と朝晩の挨拶、友人や気の合う

仲間と語り合い、さらに、朝の散歩から近くの公園

でラジオ体操、集まった人々でのお茶会等、これ

らは、地域における組織作りの前段階で、町内会

や自治会へ繋がる原点です。問題はこのあたりの

状況がだんだん希薄になっている事です。 

 

ご指摘のとおり、様々な社会状況の変化により、こ

れまであって当たり前であった人と人との会話やコ

ミュニケーション、また、つながりといったものが希

薄化しつつあると認識しております。 
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44 基本目標は、ⅡとⅢはそのとおりだと思いますが、

Ⅰは行政の関わりが難しい分野だと思いました。 

ご指摘のとおり、個々人が「自分ゴト」として地域の

活動に関わるといった、個人の内面に働きかける

アプローチは、行政機関が行う取組として困難を

伴う側面があると認識しております。しかし、地域

活動や、それに向けたきっかけづくりとして、訴求

ターゲットに応じた効果的なプロモーションを行う

等様々な手法により働きかけてまいります。 

 

③ 基本目標Ⅰ－基本施策１ 地域への意識・関心が高まる（8件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

45 「1既に地域とつながっている個人の今後の（地域

との）あり方」「2（地域と）つながっていない個人と

地域とのつなげ方、つながり方」「3（地域とこれか

ら）つながろうとしている個人のつなげ方」について

の問題・課題、解決策には言及していますが、「4

（地域とこれからも）つながりたくない、もしくはつな

がらなくてもいいと考えている個人と地域とのつな

げ方」については書かれていないと思います。地

域コミュニティとつながりを持ちたくない個人の対

応について、今後ますます重要度を増すと思わ

れます。地域・コミュニティと「つながっている」、

「つながっていない」の２極化から、「つながらなく

てもいい」という第３極の問題解決も必要となって

いき、今後の宿題となりそうです。 

地域とのつながり方に関する考えは、人により違う

と認識しております。一つの価値観の押し付けに

ならないよう、それぞれにあった形で地域とつなが

り、地域力を上げていけるよう方策を模索してまい

ります。 

46 58 ページには「鶴川図書館のコミュニティ機能を

強化する」とありますが、この鶴川図書館ができた

ために鶴川団地図書館が閉鎖されることになり、

今、存続を求める住民活動が行われています。

団地図書館の閉鎖は、人のつながりが持てる地

域のプラットフォームを一つ閉鎖することです。せ

っかくの住民活動の結末が地域の人の居場所を

ひとつ奪うことで終わったとしたら、地域に関心を

持ってくれている人の今後の活動の芽を摘むこと

になるのではないでしょうか。計画を立てている方

にとっては、別部署の動きと感じ、関係ない話かも

しれませんが、市民目線では「一方で居場所を作

ると言い、他方では閉鎖すると言う」、「市の施策

はチグハグで信頼できない」と感じてしまいます。 

それぞれの分野を所管する各部署における施策

は、当然にそれぞれ異なるものですが、市として

一貫した考えをもとに推進しております。 

今後、より一層、各部署間の連携等を進め、市民

の皆様から理解を得られる施策を進め、信頼され

る市役所を目指してまいります。 
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47 先日、自治会のイベントのために市民協働推進課

に伺いました。自治会についての窓口はこちらだと

聞いて伺ったのですが、「イベントのための公園の

使用は公園緑地課に行ってください」となりまし

た。結局、自治会をサポートしてくれるはずの部署

には「いつどこでどんな自治会が活動するか」とい

う情報は伝えることはなく、公園緑地課にだけ書

類を提出しました。一体、市民協働推進課は何を

するところなのだろうか？という疑問が生じました。

日々のこのようなズレの積み重ねが、地域の活動

に関るのは億劫だと感じさせ、活動から離れさせ

る面があると知っていていただきたいと思います。 

町内会・自治会の皆さまをはじめ、地域で活動さ

れる方々の想いやそのご苦労を理解し、地域の

皆さまとともに本プランを推進していけるよう努め

てまいります。 

48 コロナで地域の繋がりの希薄化が加速されている

今、地域で活動するボランティア団体は大変重要

な役割を担っていると思いますが、スタッフの高齢

化、固定化したメンバーで、SNS の利用が出来な

い現状があります。その為、広報不足から各団体

の活動を知らない市民が多いことを実感していま

す。地域活動の団体紹介に手を貸してくれるシス

テムがあればいいなと常日頃から感じています。 

基本目標Ⅰの基本施策１「地域への意識・関心

が高まる」の下、地域活動に関するより良い情報

発信に取り組みます。 

また、町田市地域活動サポートオフィスでは、SNS

や紙媒体の「サポートオフィス通信」などでNPO等

の地域活動に携わる団体について紹介しておりま

す。その他、市民協働フェスティバル「まちカフ

ェ！」の活用等、様々な団体活動の紹介方法を

提供してまいります。 

49 ホッとプランを拝見し地域を生かした地区単位の

取り組みに期待しております。細長い町田の地形

は地域環境が異なり、それら特徴を若い人々につ

なげていくことが難しいが大切なこと。それにはや

はり市民が動かないと始まらない。このプランも市

民が動く為の関係機関（行政）の支援であるのだ

から、市民を動かす方法を考えないといけないと

思った。時間をかけて市民にアピールし、困ってい

る人にまでしっかり伝えないといけない。この町が

好きならば自分から市からの情報にも敏感になる

はずだと思う。生きることには精一杯の人にどう伝

えられるか問題だと思う。 

若年世代にはSNSやオンラインサロン等注目の高

いツールを用いて地域とつなげていくことを考えて

おります。 

「まちだをつなげる３０人」など、多様な立場の人

が自分ゴトとして地域に関わっていこうと思えるよう

な取組を進めてまいります。 

50 どうしたら市民へ伝えていけるかも課題だと思いま

す。町内会、自治会に加入していない方々も多い

ので、地区協議会を知らない方も多く、よく、何？

と聞かれることがあります。子育て中の方達にも協

力していただきたいと思います。 

 

地区協議会の周知については、活動報告会の開

催のほか、広報まちだ、市ＨＰ及び市民協働フェ

スティバル「まちカフェ！」での紹介等の支援を市

として行っております。引き続き、地区協議会と連

携し、その方法の検討も含め支援を行ってまいり

ます。 



- 18 - 

 

51 社会福祉協議会・地区社協・地区協議会など、ど

のような役割をし、活動をしているか、住民の方は

まだまだ知らない方が多いと思います。市民にど

のように伝えて行くことが必要か。 

現在、「まちだ社会福祉だより」や地区協議会便り

等を通じて、活動を広報しておりますが、若年世

代にはデジタルツール、高齢世代には紙媒体とい

った、各世代に合わせた方法での周知が必要と

考えております。 

52 ネットワークを広げるために地域に入ってみたらど

うでしょうか。広報の配布にしても、新聞をとってい

る人も少なくなっている様なので・・・。ショッパーの

ように全家庭に配布し町田のことをもっと知っても

らうとかできないでしょうか。 

いろんなイベントを行っていても知らない人が多い

のでは残念です。決めるのは市で中心になって行

動していくのはどこですか。 

第５章の「取組施策における多様な立場の主な

役割」において、各主体が果たす役割について掲

載しております。また、フューチャーセッションの手

法による対話は、話し合いに終始するのではなく、

話し合いに参加した人自身が自分ゴトとして活動

を始めるのが特徴です。より効果的な広報、及び

フューチャーセッションの手法による対話を通し

て、地域に関わる人を増やしてまいります。 

 

④ 基本目標Ⅰ－基本施策２ 「やりたいこと」と地域ニーズをマッチングする（10 件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

53 地域活動を行うにあたり、活動に助言やスーパー

バイジングを受けられる仕組みをつくってほしい。 

住民の主体的な地域活動を行うにあたり「どのよ

うに活動組織をつくるか」、「地域のニーズや課題

に整合的な活動を行うにはどうすればよいか」など

団体自体ではなかなか見えてこない部分が少な

からずあろうかと思います。団体や個人をサポート

しうる協議会、連絡会、自治学習の場、専門家等

の助言が得られる機会等を整備する必要がある

ように思います。また、活動・団体組織のチェック

機能なども公益性に伴って必要と思われます。単

にネットワークによる相互的なものだけではなく、シ

ンクタンク的な第三者的にサポート、助言、チェッ

クできるような組織も念頭に入れていただきたい。 

ご指摘のように、一活動団体や個人のみでは見

えない部分については、町田市地域活動サポート

オフィスや町田市社会福祉協議会等の組織が、

団体の活動やその組織体制等のより良いあり方に

関しての助言等を行っていくことが必要と考えてお

ります。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検討の

参考とさせていただきます。 

54 集合住宅に住んでいると、地域とのつながりは原

則ない。単身の方、金銭的に困っている家庭に、

料理を作りすぎてしまった時に、差入れできるよう

な機会があると良い。自分の居住地をあかさず

に、その都度差し入れorもらうことができる制度が

あれば、ご飯を食べられない人が減るのでは。ひ

とり親のお弁当配りより、ターゲットが増え、公平な

気がする。 

ご指摘の地域とのつながりづくりにつきましては、

基本目標Ⅰ「今を生きる自分に合ったつながりを

つくる」における事業の検討の参考とさせていただ

きます。 
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55 不要なものを市内でうまくまわせる制度があったら

良いと思う。 

景品や他者からの差し入れでもらった物は意外と

使えない。おむつの残りとか、未開封の化粧品と

か、他の人に役立つものを、うまく give and take

でまわしたい。役所の一角に案内を作ってもらっ

て、欲しい人があらわれたら寄付する（ネットでもＯ

Ｋ）。 

ご提案につきましては、自分にとっては不要なもの

を他に役立てる、あるいはごみの減量につなげる

意義があると考えます。今後の事業検討の参考と

させていただきます。 

56 ３つの基本目標に示された「つながり」や「必要な

人への支援」というコンセプトは非常に共感できま

す。その上で意見を申し上げれば、既に社会団体

やボランティア団体などに所属されて活躍されて

いる方々は良いとして、潜在的能力がありながら、

地域つながり戦力予備とも言うべき人の発掘をど

うするかの視点もあると思います。想定層は地域

とのアルバイト求職者、定年直前または定年後の

者、子育て一段落した者などが考えられます。 

昨今は、フルタイムや長期間での拘束を嫌う傾向

もあることから、１時間単位でのショートジョブ、公

共施設でのお手伝い程度からエントリーできれば

良いかと思います。 

類似の年代の方々とのマッチングも良いかと思い

ます。同様に困っている外国人にも、外国人を充

てるのが良いと思います。 

新たな担い手が登場する機会をどのように作って

いくか、今後の事業検討の参考とさせていただき

ます。 

57 61 ページには防災課や市民生活安全課の取り

組みが書かれています。防災リーダー育成のため

の講習会などは、開催の時間等が固定されてい

て、参加が難しいという声を聞きます。講習や地

区懇談会には様々な人が参加します。その人の

属性で参加できる日程はおおよそ限られます。全

日程が平日午前のみなら、参加できるサラリーマ

ンはほぼいません。 

関心を持つ人を増やしたり、活動する人を増やし

たりするためには、時間や場所も含めてこれまでと

は違う計画を考えていただきたいと思いました。 

当然ながら、全ての方が都合のよい日程等は設

定ができませんが、いただいたご意見を参考に、

ターゲットを絞り、より良い日程等の設定を行って

まいります。 

58 地域の中に集まる場、遊べる場があるといい。小

さな町内や自治会の中にあれば小さい単位でまと

まれる居場所になればいい。すぐ近ければ人は行

ってみようかと思うはず。市民が動くことが大切だ

居場所の確保については、ソフト・ハード両面にお

いて重要な意義を持つと考えております。ご指摘

のように、小さな集まりを大切にすることで課題の

解決につなげられるよう、いただいたご意見を参
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と思う。小さな集まりの中から支援を望んでいる人

や困っている人が見えてきたり、情報が出てくると

思う。様々な種類の小さな集まりを大切にしたら

良いと思う。 

支援をしっかりしてもらうのが行政機関の役目で

支援を捜すのが市民の役目なのかなぁと思う。 

考に、計画を着実に推進してまいります。 

59 いろいろな会議に出て、どの会議でも同じ面々と

いうことがある。活動の担い手がないなど広がらな

いということ思われる。どうしたら広がるか方策を

考えてほしい。 

基本目標Ⅰやリーディングプロジェクトを通し、より

多様な背景を持った人々が地域活動に関わるこ

とができるよう検討してまいります。 

60 地域が今何を必要としているか、どうしたら良い

か。町田市民の為、非常に良く考えられたホッと

プランと思います。 

地域それぞれ異なると思いますが、いろいろな委

員会、協議会、サロン、ボランティア等、顔ぶれが

同じような方が重複協力しているようです。そのた

め、一体的な策定は良いと思いますが、今後の課

題として、一人でも多くの方に参加していただくこと

はもちろんですが、世代交代をどうしていくか、どの

地域でも現場では厳しい現実ではないでしょうか。 

地域での活動を行う様々な団体等において、メン

バーの高齢化、固定化が課題となっていると認識

しております。 

これについては、基本目標Ⅰの基本施策 1「地域

への意識・関心が高まる」の下、様々な形で活動

に参加される方が増え、世代交代もスムーズに行

われるよう、各活動団体の皆さまと連携しながら、

市として取り組んでまいります。 

61 近頃、町内会や自治会の役員のなり手不足と同

様に民生委員のなり手もなかなか見つかりませ

ん。「地域がささえ合い、誰もが自分らしく暮らせる

様に」を実現させるためには、地域ごとの現状や

課題を把握しなければならないと思います。 

そのためには、それぞれの人達が地域活動に参

加しやすい環境である事が望ましいですね。 

特に「災害発生時」においては、地域における人と

人とのつながりが必要となるので、両計画を統合

する事によってコミュニティの希薄化を個人や家

族の暮らしの困り事が一本化されれば皆で解決

出来るし良いと思います。 

基本目標Ⅰの基本施策1で地域への意識・関心

を高める、また、基本施策 2 でマッチング等の手

法によりつながりを生む取組を進め、地域活動に

参加しやすい環境づくりに努めてまいります。 

62 日頃より、地域住民が活動に参加しやすい環境

づくりは大事だと思っています。 

地区協議会、地区別懇談会等に参加した事もあ

りますが、なかなか積極的な進展がみられないの

が、現状のようです。自分達にとって暮らしやすい

地域作りは小規模な自治会体制では出来ないと

思います。 

暮らしやすい地域づくりについては、市域又はそれ

以上の広域のエリアで取り組まれるべき事柄と、

町内会・自治会や小学校・中学校等の比較的狭

いエリアでの取組が適切な場合があると考えてお

ります。 

町内会・自治会の取組だけではなしえない暮らし

やすい地域づくりについては、市民、地域活動団
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体、事業者、社会福祉協議会、及び市の多様な

主体が知恵を出し合い、力を合わせ取り組んでい

けるよう、ご指摘を計画策定に向けた参考とさせ

ていただきます。 

 

⑤基本目標Ⅱ全体について（1件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

63 「基本目標Ⅱ」：つながりや活力を生み出す施策

の I・Ⅱについては当然の事であり賛成です。 

いただいたご意見を参考に、計画を着実に推進し

てまいります。 

 

⑥基本目標Ⅱ－基本施策１ 多様な主体のつながりが活性化する（5件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

64 私たち、小山田桜台街づくり協議会は、町田市住

みよい街づくり条例に基づく地区街づくり団体とし

て 20 年活動している分譲住宅の管理組合を中

心とした団体です。このたび、はじめて「地区協議

会」という協議体が存在することを知りました。私

たちに、地区協議会へ参加の呼びかけがあってし

かるべきと考えていますが、町田市からの呼びか

けはありませんでした。地区協議会へ参加するに

は条例登録団体以上の特別な要件が必要なの

でしょうか。自治会組織となることが要件とも聞き

ました。どのような手続きや根拠で決定しているの

かを含めて教えてください。私たちは、小山田桜

台をより良くしていこうと仲間を増やし、子ども達に

向けた活動を行うなど、活動のテーマが多岐にわ

たってきました。「地区の未来ビジョン」に私たちも

一緒に参加させていただきたいと思います。 

「地区協議会」は、地区の特性及び資源を活かし

て地区の課題を自ら解決し、かつ、地区の魅力の

発信及び向上に主体的に取り組むことを目的とす

る多様な主体によるネットワーク組織です。市内１

０地区において設立されており、各地区の町内

会・自治会の地区連合会の会長を代表者に、少

なくとも町田市青少年健全育成地区委員会及び

町田市民生委員児童委員協議会の各代表者が

参加していることを要件にしております。 

上記の構成員のほか、どのような主体に参加いた

だくかは、各地区協議会のご意向次第であり、構

成員に変更があった場合は市に届け出ていただく

手続きとなっております。これらのことは、市の要

領に定められております。 

本プランにおける各地区の未来ビジョンは、２０２２

年２月頃から開催される地区別懇談会をはじめ、

数回にわたるミーティングにおける、地区協議会

を中心に地域の様々な団体・住民の皆さまによる

話し合いを経て策定されるものです。 

策定の話し合いに参加のご意向があることを承り

ました。 

65 プラン案の中で「地区協議会」の役割がかなり大

きいように感じたが、地区協は、地区によってかな

り温度差があるように思える。地区協の果たすべ

き役割を今一度確認する必要性を感じている。

地域住民への認知度が低いというのも気になる。 

各地区の実情等に応じ、地区協議会がそれぞれ

のあり方、役割のもと活動を継続されているものと

認識しております。「地域住民への認知度の低さ」

につきましては、市としても引き続き地区協議会

や地区の魅力発信を支援してまいります。 



- 22 - 

 

66 毎年、地区懇談会を各地区で開催しています

が、話し合うのみで提示された課題をどこで取り上

げているのか分からず、その結果、南ではプロジェ

クトを起ち上げて実際に課題解決に取り組んでい

ます。 

ただ、高齢者・障がい者の各支援センターや子育

て相談センター等守秘義務を持つメンバーで構

成されているにも拘わらず、個人情報に縛られて

問題は提示されても実名が出せず、お互いにアド

バイスし合うのみで、複数で解決の実施に至らな

い問題があります。 

これからの住民問題解決では、もっと柔軟性を培

わないと命に係わる問題があっても対応が遅れて

しまう可能性大と感じます。 

それぞれの支援機関、支援団体におかれまして

は、個人情報保護制度を遵守し業務を行ってい

ただいていると思います。ご指摘のとおり命にかか

わる支援などにおいては、柔軟性も必要となって

まいります。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検討の

参考とさせていただきます。 

67 現状と課題を様々な角度から検討してみると、解

決方法の一つとして、町田市全体の組織（各地域

ボランティア）と考えて行く時期になっている。 

具体的には、市の職員を入れた組織とし、地域の

課題を検討・議論し、必要な事から実施していくこ

と。今考えられることは、市内の全世帯を対象とし

た組織です。市と一体化した組織とする。（市の理

解・各団体・市議会の承認等が必要） 

オール町田として一体となり、地域づくりを行って

いく必要があることにつきましては、ご指摘のとおり

と考えております。 

リーディングプロジェクト 1『地域の「やりたい」をか

なえつづけるプロジェクト』において、様々な立場

の方をお招きし対話する場を設ける取組も、この

趣旨によるものです。 

ご提案いただきました具体的な組織づくりにつきま

しては、今後の事業検討の参考とさせていただき

ます。 

68 自分ごととして地域への関心を持ち、つながりを作

ることが必要と多くの方が感じているものの、実際

に行動できる人は少ない。地区別懇談会と地区

協議会がリンクしている様子が伝わらない。 

２０２１年度の地区別懇談会は、地区協議会を中

心とした地域の活動団体の皆さまや、事業者、若

年層など、多様な主体のご参加を求め、社会福

祉協議会及び市が連携して開催いたします。 

これまでの地区における活動を振り返るとともに、

今後１０年程度先の地区の将来像とその実現に

向けた具体的な取組についてお話し合いいただき

ます。 

現在想定している地区別懇談会と地区協議会の

関係については上記のとおりです。 
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⑦基本目標Ⅱ－基本施策２ 地域でイノベーションを起こす（2件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

69 私（60 代）の育った時代は、そもそも人と人の距

離が近かった気がします。 

町田市 10 地区の地区協議会を中心にこのプラ

ンを策定されるのであれば、現在子育て現役中

のパパ&ママを地区協議会の会員にしては。 

会員までならなくても「リサーチャー」の役からの参

加も良いと思います。現在コロナ禍で会議等、情

報交換はネット環境を利用しているので、若い人

達の参加がし易いと思います。 

そこで若い人達を射止めるには、まずは子ども達

が楽しめる企画を定期的に行い「地区協議会」の

存在を広く周知して貰う必要が有ると思います。 

地区協議会で以前開催したハロウィーンのスタン

プラリーを町内会とコラボ企画して幼児でも参加

出来る範囲で行う事は出来ないでしょうか。 

そしてホッとプランと共に子育てパパ＆ママを地区

協議会に巻き込んで「地域が好き」に育てて欲し

いと思います。 

コロナ禍における地域活動のあり方を含め、既存

の活動に新たな参加者をお招きする工夫を検討

いたします。いただいたご意見を参考に、計画を

着実に推進してまいります。 

70 町田市は弱体化している町内会・自治会、民生

など地域ボランティアに依存しすぎているのではな

いでしょうか。 

職員が積極的に参加・地域をリードしている時代

です。色々な話し合いの中から、人流が今以上に

活発化、地域の人材もその中から生まれてくるの

ではと考えています。 

地域の活性化や地域による自治の推進を図るた

め、市は町内会・自治会をはじめとする地域の活

動団体に対する各種支援を行っております。 

市と地域との対話を重ねていくことで、地域による

自治を損なわないよう、行政の役割を見極めなが

ら、引き続き、様々な話し合いの場に臨んでまいり

ます。 

 

 

 

⑧基本目標Ⅲ全体について（3件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

71 基本目標Ⅲの内容はほぼ賛同できます。 

基本目標の I・II で培われ、養われた地域住民の、

生きる事への楽しみや充実感を醸成する事が可

能ならば、その連帯感が地域に必要な人材と支

援を導き出す事に繋がると思います。 

各施策を着実に推進することで、人と人とのつな

がりを生み出し、困りごとを抱える人への適切な支

援につながるような循環を生み出していきたいと

考えております。 
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72 「つながる、つなげる」、「寄り添い、支える」はずっ

と活動上での課題でした。今までのことを振り返っ

て変更しつつ計画されていること、すばらしいと思

いました。目的、理想に向かって結果を出すため

には、現状の市民を把握し、現場で活動に関わっ

ている委員の要望や意見を大事にしていただきた

いと思います。 

つながりづくり、ささえあい活動は地域で活動いた

だいている皆様のご意見、情報提供が最も重要と

考えております。引き続きいただいたご意見を各

施策に活かしてまいります。 

73 「基本目標Ⅲ」の町内会、自治会、民生児童委

員、青少年健全育成、民間 NPO 法人等各種の

人権擁護活動団体等は、今後、税収減少国家の

日本に大きな行政は望めません。人手が足りない

社会への備えは市民相互で補う方向で超高齢化

社会を迎える日本の最重要課題を解決すべきと

の意味と解釈します。 

高齢化が進展する中、地域ではコミュニティの希

薄化や従来の公的支援では解決が困難な問題

に直面する機会が増えております。そのため、市と

しても、これまで以上に、様々な担い手による地

域のささえあい活動が重要であると考えておりま

す。 

 

⑨基本目標Ⅲ－基本施策１ 支援の輪につながる、つなげる（22 件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

74 第５章の目標に向けた施策、Ⅲ-１ 支援の輪に

つながる、つなげる指標に「地域福祉コーディネー

ターが地域のつながりから相談支援に結び付けた

件数」とありますが、潜在的な相談者を把握する

うえで核となる、地域福祉コーディネーターの人

数確保も指標となりえるのではないでしょうか。 

地域福祉コーディネーターの指標につきまして

は、単に人数を確保することを目的とするのでは

なく、地域福祉コーディネーターの活動による効

果を指標といたしました。 

75 本計画の終了時の 2040 年度には市の人口約

39 万の内で高齢は約 14 万人の予想ですが、こ

れを支える地域住民が如何ほど必要かの検証の

為、高齢者 1 人の年金を支える就労者数を示す

事と同様、この計画における「見守りの対象者」と

「見守りに参加させる住民」の数値を確認・検証す

る事は、これからの施策に於いて重要な指針と思

われます。その試算もお示し下さい。 

本プランは、町田市基本構想・基本計画「まちだ

未来づくりビジョン 2040」を上位計画とし、計画期

間を 2022 年度から 2031年度までの 10年間と

しております。 

国では、高齢者人口の増大、現役世代人口の急

減という新たな局面における課題に対応するた

め、「地域共生社会」の実現に向けた体制整備を

進めております。地域共生社会とは、「縦割り」や

「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住

民や地域の多様な主体が「我が事」として参画

し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸

ごと」つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生

きがい、地域をともに創っていく社会のことを指し

ます。本プランにおいても、同様の考えのもと、作

成しております。 
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いただきましたご意見のとおり、当市における

2040 年の将来人口推計では人口約 39 万人の

うち、高齢者人口は約 14 万人になりますが、高

齢者は、若年者に見守られる対象に加え、見守り

に参加する地域の多様な主体の一つと捉え、作

成しております。本プランにおける「見守りの対象

者」と「見守りに参加させる住民」の数値の確認・

検証はしておりませんが、ご意見の趣旨につきまし

ては、今後、本プランの個々の施策を進めるうえ

で、参考にしてまいります。 

76 計画の中に、「若い人たちに向けて SNS を活用

し・・・」のように書かれていましたが、SNS で知るこ

とと、行動につながることは全く別なので、情報が

伝わったからＯＫ、ではないと思います。 

町田市としての施策であるなら、小学生や中学生

に向け、教育現場で、積極的に地域と関わる機

会を増やしていくことはできないのでしょうか。総合

学習の一環として、福祉事業者との交流や介護

予防サポーターの講習などが行われていますが、

年間に２～３時間です。もっと長い時間、ボランテ

ィア活動に参加する機会が必要なのではと思いま

す。しっかりと主体的に関わることで、「自分でもで

きる」や「誰かの役に立てて嬉しい」など、ポジティ

ブな教育効果にもつながると思います。その延長

に、情報が届けば、地域活動に参加する市民が

増えていくのではないでしょうか。 

いかにして自分ゴトとしての地域活動参加につな

げるかを目的に、基本目標Ⅰの基本施策 1 に掲

げる情報発信を行ってまいります。 

いただいたご意見は、今後の事業検討の参考とさ

せていただきます。 

77 コロナ禍の中、日本でパラリンピックが開催されま

した。障がいをもった方達の奮闘ぶりを観て、今ま

でいだいていたちょっとの差別目線が変わった

人々も多くいたのではないでしょうか。町田市には

障がい者施設、町田の丘学園等があります。垣

根を越えた交流、イベント、スポーツなど、できた

らいいのではと考えます。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検討の

参考とさせていただきます。 

78 74 ページの「まちだ子育てサイト」ですが、LINE や

twitter で周知しても、欲しい情報が載っていなけ

ればすぐに見なくなります。市が主催・後援してい

るイベント以外にも、子育てに役立つ講演会など、

子育てサイトには掲載されません。内容から刷新

を考えた方が良いと思います。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検討の

参考とさせていただき、よりよいサイト運営に努め

てまいります。 
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79 玉川学園・南大谷地区でグループ数、人数共に

増加しているのが「町トレ」参加者です。グループ

内で一人が休むと皆で心配する見守りグループで

もあり、地域活動の活性化や見守りを考えるとき

「町トレ」の拡大を考えるのも一つの方策ではない

かと思います。 

必要な人に必要な支援が届く仕組みには、地域

間での人のつながりが大切です。「町トレ」はいつま

でも元気でいたい高齢者が集まっており、今までと

は変わった馴染みのない顔が多く、人の輪を広げ

るのに役立つと思います。 

ご意見いただきました通り、支援を必要とする人に

必要な支援を届けるためには、地域における人と

人とのつながりが不可欠であると認識しておりま

す。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検討の

参考とさせていただきます。 

80 健康被害の事例として、近年、住居内の寒暖差

を原因とした「ヒートショック」の死亡者数は、交通

事故の死亡者数を大きく上回っており、高齢者に

おける「ヒートショック対策」は、大きな社会的課題

となっております。そのため以下のとおり提案いた

します。 

基本目標Ⅲ-1-（2）-②の№6の記載に賛同する

立場から、以下のとおり追記してほしいです。 

地域活動団体と連携し、健康寿命の延伸を阻む

食や健康の問題に対して、市民が自主的に健康

づくり、及び健康被害防止に取り組めるよう、地域

ぐるみで予防と注意喚起に取り組みます。 

高齢者に限らず、ヒートショックの予防は特に血圧

が高めの方には、注意をしていかなければならな

い重要なこととして捉えております。そのため、ま

ずは、高血圧を予防するために、減塩教室などの

健康教育に努め、ヒートショック予防につなげてい

まいります。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検討の

参考とさせていただきます。 

81 「孤立化」に対しての公的支援制度を確立した上

で地域での共助的な支えあいを考えていただきた

い。「孤立化」の問題は深刻であることをふまえ

て、公助としての支援体制を計画的に整備する

必要があります。高齢者・貧困世帯・外国人・障

がい者・ＬＧＢＴなどのマイノリティは、地域活動と

いう共助からは見落とされやすい存在です。そうし

た地域の支えあいでの盲点となりがちな「孤立化

した住民」への公的機能の整備はさけて通れませ

ん。孤立した人へのニーズと課題を可視化して、

地域で共有するとともに、地域社会へのコミットメ

ントが難しければ支援できるポータル、制度、機関

について、国・東京都の制度や支援機関との連携

をはかっていけるよう計画に明記していただきたい

です。 

 

困りごとを抱える人の社会的な孤立は、行政とし

ても課題であると認識しております。このことは、リ

ーディングプロジェクト２「困りごとをなくそうプロジェ

クト」にも記載しております。個々の問題が深刻化

する前に相談できる環境を整えるため、これまで

の参集型の居場所に加え、外出ができない状況

にある方でも参加できるよう、デジタルの居場所も

活用するなど、地域の居場所の充実を図ってまい

ります。 

より具体的なことについては、今後、庁内関係各

課、及び地域における相談支援機関によるプロジ

ェクトチームを立ち上げ、検討を行ってまいりま

す。 
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82 大事なことは、困っている家庭が困っていると声を

挙げられることだと思います。市役所に連絡して

も、たらいまわしにされることもあり、また、自分が

忙しいと、それどころではありません。 

行政が介入してくれれば助け合いはできると思い

ます。地域包括支援センターや子どもセンターを

うまく利用して、担当分野をはずれても情報の提

供、交換ができると良いと思います。 

困りごとを抱える人の社会的な孤立は、行政とし

ても課題であると認識しております。このことは、リ

ーディングプロジェクト２「困りごとをなくそうプロジェ

クト」にも記載しており、支援を必要としながらも声

をあげられない人等の潜在的な相談者を、必要

な支援につなげることができるよう、地域福祉コー

ディネーターを導入してまいります。 

併せて、身近な地域の相談支援機関で、属性・

世代・内容を問わず包括的に相談を受け止める

体制を構築してまいります。 

83 自治会に入っていない世帯、特に高齢者世帯は

役員が回ってきても活動出来ない為、自治会に

入らないと言う人がかなりいます。年金暮らしや生

活保護受給者にとって自治会の年会費が負担だ

と言う人もいます。 

高齢化が進む中で、本当に支援を必要とする人

こそ近隣との交流をしてほしいと思いますが、そう

した人々を拾い上げる支援にも目を向けてほし

い。ホッとプランには盛り込めないでしょうか。 

84 つながりで地域の活力を生み出すから始め、必要

な人に必要な支援が届く仕組みをつくるは大切な

ことだと思うが、いま自己責任主義が蔓延している

日本で、気軽に人に相談できる体制づくりを始め

る必要がある。それには「相談していい」、「人は協

力しあう」など幼児期からの教育が大切で、生活

上の具体的な相談場所などを知る教育が大事で

す。 

大人は「困ったときは、お互い様」で、「相談しやす

い」地域にしていく必要がある。それには地域の交

流が必要で、地域のちょっとした所に自由に休め

る場所が出来ると良い。 

また、積極的に地域の学校や町内会、子ども100

番の家、民生委員、児童委員、包括支援センタ

ーなどと、定期的に交流する場が必要と思う。そ

れには市内全 10 地区に地区協議会の設立とあ

るが、その下に支部として山崎地域くらいがまとま

りやすい。また、地域格差が生じないように行政の

協力体制、特に人の確保をしてほしい。 

ご指摘のとおり、気軽に人に相談できる体制づくり

やちょっとした居場所、交流する場は重要なことと

考えております。市の体制を含め、必要な検討を

行い、計画を着実に推進してまいります。 

85 76 ページ「見守り・支えあい活動の推進」の児童

青少年課の記述に、「ボランティアが、地域ぐるみ

で子どもの見守りを行う放課後子ども教室『まちと

まちともは、学校や地域の方で構成する運営協議

会が実施しており、見守りにご協力いただいている

ボランティアのスタッフには、運営協議会から謝礼
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も』を実施します」とあります。「まちとも」スタッフは

現在、謝礼が出ていると思うのですが、これは有

償ボランティアという意味でしょうか。それとも今

後、無償のボランティアにしていきたい、ということ

でしょうか。 

をお支払いしております。今後、ボランティアへの

謝礼を無償とすることは予定しておりません。 

86 困りごとの相談窓口が一つに統一され、そこから

相談内容によって振り分けられるのは、大変便利

になると思いますが、地域住民が相談しやすいと

感じて頂くには、高齢者や障がいを抱える人たち

が行きやすい場所に相談窓口があることが必須

条件と思います。町田は南北に長いので、相談拠

点を数か所に設けてほしいと希望します。つなぐシ

ートはすばらしい取り組みと思います。ぜひ実行し

てほしいです。 

困りごとを抱える人が身近な地域で相談できるこ

との重要性につきましては、行政としても認識して

おります。このことは、リーディングプロジェクト２「困

りごとをなくそうプロジェクト」にも記載しており、身

近な地域の相談支援機関で、属性・世代・内容

を問わず包括的に相談を受け止め、迅速かつ確

実に適切な支援機関に引き継ぐことができるよう

な体制を構築してまいります。 

87 困りごとを抱えている人がどこに相談していいかわ

からないということをよく聞きます。ワンストップ窓

口など、ここにまず相談すれば、という場所を作っ

てほしいです。特に今は複合的な困りごとも多く出

ているため、そこから必要な機関へ迅速に伝え、

解決へ導けるようにしてほしいです。 

身近な地域の相談支援機関で、属性・世代・内

容を問わず包括的に相談を受け止める体制を構

築してまいります。 

また、受け止めた相談のうち、課題が複雑化・複

合化しており、各機関の役割分担の整理が必要

な相談の場合には、各相談支援機関に加え、医

療機関やＮＰＯ法人等と協働した「（仮称）多機関

協働会議」を開催し、支援の方向性を定めてまい

ります。 

88 相談しやすい窓口が一本化になれば相談・参加

がしやすくなるように思います。 

89 時代の変化と共に、核家族化が進み、地域との

つながりも薄れ、家族問題は多様化しています。

その中で私は子ども問題がとても気になります。不

登校（学校へ行かれない）、いじめ、自殺、虐待、

貧困等多岐に渡ります。そして命にかかわる問題

にもなり、とても胸が痛くなります。問題解決には、

子どもだけではなく、その周りにいる人々、家族等

を含め、さまざまな対応、対策・支援が必要とされ

ます。現在、地域には、高齢者支援センター、障

がい者支援センター、子どもセンター、学校には

専門のコーディネーター等もいます。児童相談

所、病院、警察署等もありますが、これは縦割に

なっている様に感じます。 

大人が相談するだけではなく、子どもみずから、も

っと安心して、自由に気持ちを伝えられる場所、

環境作りが必要ではないかと考えます。相談があ

町田市では市内 5 地域にそれぞれ「地域子育て

相談センター」を設置し、育児相談や子育てサー

クル活動の支援などを行っております。 

また、2021年7月から堺地域と町田地域の相談

センターは、乳幼児の親子や子どもが多く訪れる

「子どもセンター」に移転し、0 歳から 18 歳までの

子どもの居場所と相談支援機能を兼ねた切れ目

のない支援を行っております。なお、他の 3 地域

についても、順次併設を進めていく予定です。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検討の

参考とさせていただきます。 



- 29 - 

 

れば気軽に連絡を受け、支援センターへ繋げ、情

報の共有もでき、民生委員も安心した活動ができ

ています。子どものいる家庭にも、この様なシステ

ムができたらと考えます。 

子育ての間は、問題も多く大変です。子どもも親も

安心して生活ができる事を願います。個人情報が

ネックになり、実際は難しいかと思います。子ども

世帯に手を差しのべられる身近な相談機関があ

るといいなと考えます。 

90 支援が必要な人に寄り添い、支えるについてです

が、行政は何事でも申請主義で、個人では知らな

いことが多すぎます。知っていても手続きが大変

です。行政が相談を受けやすくなればよいです。

「相談しやすい」町田市にしてほしい。それには役

所の人員が足りないのではないでしょうか。地域の

見守りは大切だと思うが、家庭内のことは相談し

づらい、相談を受けづらい。高齢者支援センター

や民生委員の方がいて、ちょっとは安心できる

が、行政の支えと全面的な協力体制が必要だと

思います。 

必要な支援が届いていない方を必要な支援につ

なげられるよう、新たに地域福祉コーディネーター

を導入することで、市民からの申請を待つだけで

なく、自らアプローチを行い、市民の方が相談しや

すい環境を整えてまいります。 

この周知につきましては、手法を含め、今後具体

的な検討を行ってまいります。 

91 近所付合いなど、個人情報の壁を感じることがあ

る。個人情報保護、その意味をとり違えている場

合も。それをたてにして、地域とのかかわりを持と

うとしない方もいる。地域のつながりの大切さをどう

伝えるか、課題と思う。 

地域とのつながり方に関する考えは、人により違う

と認識しております。それぞれにあった形で地域と

つながり、地域力を上げていけるよう模索してまい

ります。 

92 民生児童委員として感じることです。相談したくて

もどこに相談していいか分からない人が少なから

ずいる事実です。私たちは専門職ではないため自

ら解決するのではなく、相談内容によって関係機

関に連絡するという大きな役目があるにも拘らず、

機能してないのかと気になります。もっと広報に力

を入れるべきなのか、更に何のために存在してい

るのか疑間にも感じるところです。 

地域でのささえあい活動には、民生委員・児童委

員さんのお力だけではなく、市民、地域活動団

体、事業者、社会福祉協議会、及び市の多様な

主体とともに協働で実施していくものであると考え

ております。今後とも、より身近な地域で活動され

ている民生委員・児童委員さんのご支援をいただ

きながら施策を進めてまいりますので、ご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

93 だれもが地域で困った時にもつながりながら生活

できることを実現できるようなプランだと思いまし

た。地域内のどこに困っている人がいるかわから

ず、コロナ禍で思うように活動することができませ

んが、これからも地域でおせっかいを続けていけ

たらいいなと思います。 

困りごとを抱える人を必要な支援につなげられる

よう、地域での見守り活動を促進してまいります。 

今後とも、ご協力をよろしくお願いいたします。 
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94 困りごとを抱える人を属性に捉われず包括的に捉

える為、各地域別に存在している協議会・活動団

体等の情報を共有するため「困りごとを抱える人」

に特化したネットワーク会議の開催を提案致しま

す。 

分野横断的な支援を円滑に行うことができるよ

う、必要に応じて分野を跨ぐ相談事例等の報告を

行う連絡会を開催してまいります。 

95 79 ページ「（仮称）ふくしあさん」ですが、具体的に

どのような方の業務になるのかが書かれていない

です。もしボランティアだとしたら、民生委員もなり

手がいないという現状を考えると、なり手を探すの

も苦労されるのではないでしょうか。「やらなければ

いけない仕事なら、ボランティアではなく有償であ

るべき」と考えている人は、意外に多いです。どうし

たら関心を持って参加してもらえるのか、ということ

を真剣に考えて実行する施策が必要だと感じてい

ますし、そのための計画を立案していただきたいで

す。 

「（仮称）ふくしあさん」につきましては、町田市社

会福祉協議会で検討している事業となります。 

地域で活動されている経験豊かな方に、困りごと

を抱えている人を把握し地域福祉コーディネータ

ーと協力し支援機関につなぐ役割を担っていただ

くことを想定しております。 

なお、ボランティアを含めた地域活動への参加に

つきましては、基本目標Ⅰにお示ししております。 

 

⑩基本目標Ⅲ－基本施策２ 支援が必要な人に寄り添い、支える（4件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

96 82 ページ「ひきこもりの状態にある方への支援」

で、不登校の生徒への学習指導がありますが、学

習指導の前に、外に出る機会を増やすことを支援

して欲しいと考えます。平日日中、子どもセンター

やひなた村などで、不登校の子どもが過ごすのは

ダメなことでしょうか。市の施設で過ごそうと出かけ

て断れた方がいます。まず家から出ないことには、

困りごとを抱えていることも、解決に向けてのアプロ

ーチをすることもできないと思います。青少年施設

は、どんな子どもに対してもいつでも開かれている

ように施策の一つに加えられないでしょうか。 

子どもセンターやひなた村等の青少年施設におい

ては、既にすべての子どもたちがいつでも気軽に

遊べる環境の場の提供を行っております。 

97 子どもがいても学区内の学校に属していないの

で、町田市の情報が全く手に入りません。町田市

の教育委員会等のサイトにアクセスしても公表し

ていないため、地域で子どもの友達を探したり、作

ったりすることができません。行政を主体に同じ年

の子どもを集めて学ぶことのできる取り組みがある

と良いです。出来れば日曜日に、ご飯つきだと、ネ

グレクト家庭の子も助かるのでは。 

地域の子どもたちが安心して遊ぶことができるよ

う、子どもセンター・子どもクラブやひなた村の施

設の開放や自分の責任で自由に遊ぶ「冒険遊び

場」などの実施をしております。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検討の

参考とさせていただきます。 
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98 成年後見制度について、高齢者の財産管理を適

正に行うために、地元金融機関との連携協力が

必要であると痛感しています。 

財産管理のプロである金融機関を高齢者の財産

管理に貢献させることは、日本社会における今後

の大きな課題であると思います。 

市民が安心して相談利用できる組織をつくり、市

内の金融機関と連携して、各金融機関の店舗な

どに無料相談窓口を設置すると有効ではないかと

思います。さらに、そうした組織を通じて、市民に

対してセミナーなどの啓発活動を行い、後見制度

をはじめとする高齢者福祉に対する関心を高める

ことも可能かと思います。 

町田市成年後見制度利用促進協議会で委員の

皆様と検討しながら、金融機関を含めた他機関・

他団体と連携を強化してまいります。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検討の

参考とさせていただきます。 

99 成年後見制度の計画と再犯防止の計画を包含し

ているとのことですが、これらについて法律根拠は

記載がありましたが、第５章でいきなり出てきてお

り、第５章冒頭に計画策定の背景等、少し説明を

加えたほうが読み手にとってはわかりやすいと感じ

ました。 

成年後見制度利用促進基本計画、及び再犯防

止推進計画につきましては、策定の背景が分かる

よう、説明を追加させていただきます。 

 

⑪基本目標Ⅲ－基本施策３ 支援の質を確保する（1件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

100 包括的支援を行うためには、様々な機関同士の

連携が必要になり、協議する場が必要なことは理

解できるのですが、市民は「〇〇協議会」の名称

の多さに、混乱しています。様々な役割があって、

このように似た名称が増えているのだとは思うので

すが、それぞれの名称のわかりにくさ、何をやって

いるところなのかがわからない、ということも活動に

つながらない理由だと思います。 

協議会の活動内容を分かりやすくお知らせするな

ど、広報の仕方を検討するとともに、地域の皆様

が活動に参加しやすい環境づくりに努めてまいりま

す。 

 

２．第２部 わたしの地区の未来ビジョン（5 件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

101 地域で支え合いながら、誰もが住み良い環境でな

ければならないと思います。 

地域によっては、それぞれの課題があるとは思い

ますが、その地域での最良の方法を考えて、それ

を実行していく事が大切だと思います。 

地域での支え合いには、市民、地域活動団体、

事業者、社会福祉協議会、及び市の多様な主体

が連携し、地域活動を推進することが重要である

と認識しております。 

経験豊かな地域で活動されている皆様にご意見
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民生児童委員としては許される範囲でお手伝い

ができればと思っています。 

をいただきながら、地域活動に参加しやすい環境

整備を整えてまいります。 

102 「（仮称）町田市地域ホッとプラン」P102 に記載さ

れている「地区の未来ビジョン」は、「（仮称）町田

市都市づくりのマスタープラン」P138 のコラムに書

かれている内容のことですね。行政部署間の連

携が進んでいるのですね。是非、町田市からは、

団体間のつなぎや変化する市民活動に柔軟に対

応した支援をお願いいたします。 

「（仮称）町田市地域ホッとプラン」における「わた

しの地区の未来ビジョン」は、市内 10 地区ごとに

開催する地区別懇談会で、いただいたご意見をも

とに地区の将来像や目指す地区の姿を描くもので

す。一方、「町田市住みよい街づくり条例」に基づ

き策定する「まちビジョン」は、より小さな「地区」の

単位で、街づくりに関する将来像を描くもので、都

市づくりのマスタープランのコラムに書かれている

ものは、「わたしの地区の未来ビジョン」のことでは

ありませんが、両プランとも連携を図って進めてま

いります。 

また、団体間の市民活動の支援においては、今

後とも、地域で活動する機会の充実を図るととも

に、地域活動がより活性化するよう支援を継続し

てまいります。 

103 「（仮称）町田市地域ホッとプラン」の「地区の未来

ビジョン」は、「（仮称）町田市都市づくりのマスター

プラン」P137 で示されている実現プロセスの中で

はどこに当てはまるのでしょうか。決定するビション

の内容やプロセスは、地域の住民は知ることがで

きるのか疑問に思いました。 

「（仮称）町田市地域ホッとプラン」における「わた

しの地区の未来ビジョン」は、市内 10 地区ごとに

開催する地区別懇談会で、いただいたご意見をも

とに地区の将来像や目指す地区の姿を描くもので

す。そのため、都市づくりのマスタープランに書か

れているものではありませんが、両プランとも連携

を図って進めてまいります。 

また、10 地区別の地区別懇談会でいただいたご

意見や、10 年後の地区の将来像や目指す地区

の姿を描く「わたしの地区の未来ビジョン」につきま

しては、その内容やプロセスを公表してまいりま

す。 

104 10 年、20 年後の町田の未来ビジョンを考えるに

は、若い世代の意見が反映されるようにしてほし

い。夫婦共働きなど、忙しく自分たちのことで精い

っぱいという人も少なくない。負担に感じずプラン

案の中にも書いてあるが、自分ゴトとして地域を考

え、アクションできるようなしくみを考えてほしい。 

第二部のわたしの地区の未来ビジョンの作成にあ

たっては、より多くの若い世代や子育て世帯の方

にご参加いただけるよう、周知方法を含め検討を

行ってまいります。 

105 町田第二地区の「わたしの地区の未来ビジョン」

町田第二地区は、地区の未来ビジョンとして更に

進化させるためのフューチャーセッション手法を活

用し、地域の継続事業として定着させるべきだ。 

いただいたご意見を参考に、計画を着実に推進し

てまいります。 
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３．計画全体（8件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

106 「やりたい事」を叶える為の計画を実現する可能

性は否定しませんが、現実に協働への参加を、実

行している人々の事情を推察しますと、果たして

「やれる事」としての、意志と理解だけで、福祉の

為に参加、協力する住民が如何ほどの人数にな

るか、未知数です。 

さらに、欧米のボランティアにおける義務の権利

化方式で、現在町田市社協が実践する“いきいき

ポイント"の様な制度の拡大版つまり、他人への救

済が将来自分自身に還元されるシステムを十分

に検討し取り入れるべきです。まさに、「情けは人

の為ならず。」です。 

自分ゴトとして課題を捉え、一人ひとりに何ができ

るかを考え行動し続けることで地域づくりの輪を広

げ、持続可能な地域づくりを目指してまいります。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検討の

参考とさせていただきます。 

107 総論として、今回のプランは前回の第３次計画と

は内容、作り方（見せ方）が明らかに異なっている

と思います。 

これまでの計画は、現状把握－課題・問題点－

解決のための施策という手順で、如何にも定番の

「行政が作った計画」というものでしたが、このプラ

ンはそこから脱した感じがします。構成は同じに見

えても、作る側の視点が行政側から市民側の位

置に立っており、これまで以上に「市民の視点」か

ら問題点を把握し、その問題の解をどこに求める

のかを考えているように感じました。 

また、同様の計画の１本化を行い、無駄を省き、

また、脱行政用語、文章表現の分かり易さについ

ても以前より配慮しているようにも思えました。 

本プランは、行政だけでなく、市民、地域活動団

体、事業者、社会福祉協議会等の多様な主体と

ともに実施していくものであり、地域の多様な主体

の皆様に分かりやすく、共感いただけるよう、計画

体系や表現等において、「市民の視点」から策定

作業を進めてまいりました。 

引き続き「市民の視点」に立ち、計画の策定及び

推進に努めてまいります。 

108 「行政サービスはここまでしかできません」と、大き

な声で伝えることも必要かと思います。「つながり」

「対話」「ささえあい」という、自助・共助が無いと安

心して暮らすことができない、という事実を、もっと

理解してもらうことで、「自分たちでやらなければ」

と思うのではないでしょうか。 

多くの方は、困ったら行政がなんとかしてくれると

思っています。例えば、災害時に避難施設に行け

ばなんとかなると。住民が自分でやらなければなり

ませんよね。それと同じように「みんなで解決す

地域ではコミュニティの希薄化と相まって、従来の

公的支援では課題の発見や解決が困難な問題

に直面する機会が増えてきており、これまで以上

に人と人とのつながりやささえあいの必要性が高ま

っております。 

こうした状況があるなか、本プランを市民、地域活

動団体、事業者、社会福祉協議会、及び市の協

働で進める計画とし、新たに第５章において、取

組施策における多様な立場の主な役割を市民・

事業者、地域活動団体、行政・社会福祉協議会
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る」というきれいごとではなく、「行政だけでは、福

祉事業者だけでは、解決できることではない」「ホ

ッとするためには市民が力を出し合わないと無理」

と明確に伝えていただきたいです。 

ごとに明確化いたしました。 

今後は、このような背景も含め、いただいたご意見

も参考にし、本プランの周知を図ってまいります。 

109 計画主体である市役所が目的実現に向けて果た

す使命はわかりやすく具体的に明示してほしい。

一番はじめにまずはそれを記載するのはどうです

か。 

本計画における市の果たす使命は、地域の市民

や地域活動団体、事業者等が地域生活課題を

把握し解決できる体制整備づくりに努めること、ま

た地域住民等の複雑化・複合化した支援ニーズ

に対する包括的な支援体制を構築することと考え

ております。市では、人と人とがつながり、多様な

価値を尊重し合うことで、誰もが自分の役割や活

躍の機会を得られる共生社会の実現を目指して

まいります。 

なお、当内容は第１章でお示ししております。 

110 本プランでは、これまでの地域福祉計画とは異な

り、「地域」の中の構成員の役割が明記されてお

り、すごくメッセージを感じております。私は地域で

商業を営む者として、地域の一員であることを認

識し、何かしら貢献ができることがないか考えさせ

られました。このプランが市内で多くの市民、事業

者に浸透し、みんなで推進できるよう、取り組まれ

ますようよろしくお願いします。 

今後、本プランを市民、地域活動団体、事業者

等に周知を図り、みんなで推進できるよう、取り組

んでまいります。 

111 このような素晴らしい計画を市民に理解し、実行

に協力してもらうためにも、8050 問題、ダブルケ

ア、プラットフォームやアウトリーチにデジタル空間

（場）などには用語説明が欲しいものです。 

用語解説は、計画末尾にまとめて掲載しておりま

す。しかし、用語解説のあるものが分かりやすいよ

うにするため、「＊」を表示します。 

112 10 月 15 日版の「広報まちだ」の一面を飾った内

容はとても良いと思いました。この世代の方々に

（仮）ホッとプランの施策が伝わってほしいと思い

ます。市民に発信する手段をたくさん望みます。 

今後、市民・地域活動団体・事業者等の皆様か

ら賛同を得られるよう、あらゆる手段を検討し、広

く周知を図ってまいります。 

113 全体的に抽象的でやや理解しづらい印象がありま

す。 

地域で何を目指しているかもわかりにくいと思いま

した。 

本プランは、個々の施策とその施策に紐づく取組

の方向性をお示ししております。個々の具体的な

取組内容は、各分野の個別計画にて掲載し実行

してまいります。 

10 年後の地区の将来像や目指す地区の姿を描

いた「わたしの地区の未来ビジョン」につきまして

は、市内10地区ごとに開催する地区別懇談会で

いただいたご意見をもとに、今後作成してまいりま

す。 
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４．その他（9件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

114 コミュニティセンターにどれだけの市民が来ている

のでしょうか。地下の片すみに置いてある。１ヶ月

でご意見をどれだけ集められるのでしょうか。 

パブリックコメントは、多くの方のご意見をいただけ

るよう、コミュニティセンターだけでなく、市庁舎窓

口をはじめ、各市民センター、各連絡所、各市立

図書館、町田市民文学館、男女平等推進センタ

ー、生涯学習センター、健康福祉会館、ひかり療

育園、子ども発達支援センター、各高齢者支援

センター、各障がい者支援センター等で配布して

おります。 

さらに、今回はＨＰ上でご意見をご提出いただける

ような手法を加えさせていただきました。 

115 学校の数が減るなら、質のよい教育をする絶好の

チャンスです。私は学年２クラスという小規模で教

育を受けました。学習内容もよく分かったと思いま

すし、友人関係は卒業後何十年と同窓会を開け

ています。高齢になっても同年齢の共通の話題で

楽しむことができます。 

通学も小さい子が遠くまで通学するのは、いろん

な意味で（交通事故、災害のときなど）危険です。 

存続を希望します。 

（担当部署と調整中） 

116 エネルギー問題 

ＣＯ２削減に向けてＳＤＧｓ再生可能エネルギーは

地方自治体で考えるべきです。 

（担当部署と調整中） 

117 ゴミ袋の有料をやめ、税金でその分を集めた方が

良いと思う（ゴミの不法投棄があとをたたないか

ら）。 

そのかわり、定期的に民生委員等が各家庭をま

わり、聞き取りを行えば、困っている人を即座に助

けることができるのでは（その時にゴミ袋を配る）。 

（担当部署と調整中） 

118 忠生公園について、二箇所のトイレがありますがそ

の防犯状況が大変気になっています。もう少し明

るくする、不審者が潜みにくい構造に、警察に即

SOS が繋がるボタンを設置するとか何か改善策は

ないでしょうか。犯罪も、犯罪者も出してはならな

い、どうかご一考いただけたらと思います。 

（担当部署と調整中） 

119 玉川学園地区社会福祉協議会が実施した生活

アンケートによると、「街の中に緑が減少して寂し

（担当部署と調整中） 
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い」という感想や嘆く声があります。 

この町に居住する多くの人は「駅を降りて町を歩く

と緑が多くホッとする街並みで癒される」と話しま

す。この地域は民地や道路や堺に多くの桜類が

植栽されています。寿命の限られた樹種や破損

や菌類により衰調するものもあり生物として循環は

当然と考えます。 

近年道路にある桜が道路管理課により伐採され

るケースが多くあります。道路管理上植替えはで

きないと実施されません。ホッとする景観を形成し

たものが再生されずいます。 

担当部署は景観の維持に消極的でミッションがな

く再生の意図や方針がないからと考えます。環境

に関する部署は机上のプランや状況把握だけで

実施する予算や能力をもっていません。どのよう

にしたらできるか少なくとも地域住民と検討し、もと

のままでなくとも何らかの再生計画を検討し実行

できる体制をつくるべきと考えます。 

120 モノレール反対 

景観権というのを玉川学園では獲得しました。町

田駅近くの景観が著しく損ねることになるモノレー

ルに反対します。費用も大変です。 

地震など先日もありましたが、コンクリート、鉄骨の

寿命を、長いこと考えてみてください。 

（担当部署と調整中） 

121 「主旨は 40 万都市のインフラ整備の未熟さ」で

す。 

上記のプランもインフラ整備が在っての住民向け

プランです。まず、災害時の基幹的総合病院は

40 万都市に見合う物とはお世辞にも言えませ

ん。また鎌倉街道の旭町から今井谷戸の工事の

終了は何時でしょうか。他に、「芹ケ谷公園地区」

は版画美術館が出来てから30年以上「ユニバー

サルデザイン」とは無縁です。地域住民に「近くて

遠い公園、リハビリ強化公園」と比喩され、高齢者

や障がい者には車が不可欠にも拘らず、駐車場

は手狭、ここでのイベント等は高齢者の参加は極

めて低調です。さらに、ここに博物館を転居する

計画でも、ユニバーサルデザインは二の次で、高

齢者や障がい者は勿論、徒歩で来る住民からも

（担当部署と調整中） 
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全く不評で賛同し難い物です。この現象は市の

種々の施設でも確認・検証できます。将来の管理

移管への配慮は解りますが、根本からの修正が

必要と思われます。 

122 平和問題 

頭の上を飛行機がとぶのをやめてもらいたい。 

（担当部署と調整中） 

 


